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 【要約】 

海外医療協力と決別し、パキスタンのペ

シャワールでらい根絶治療に携わる日本人

医師のお話である。現地スタッフの育成や

農村医療など、現地主義で医療を実践して

いく様子から本当の国際協力の在り方が分

かる。 

【感想】 

「無医地区の医療問題は地元の医療行政

問題であり、外国人が興味の赴くままに「活

躍する」ことは有効な協力とならない」と

いう部分が印象に残った。自分の生活と同

様に他国を捉え、現地の事情を調べること

もせず、自国と同質であることが他国にと

って望ましいと無意識に考えていたと気づ

かされた。また、本書では「国際協力」とは

一方的に何かをしてあげることではなく、

「ともに生きること」であると述べられて

いた。援助という視点を一度捨てるべきだ

と感じた。 

 


